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１．研究概要 

国土交通省や地方公共団体等が行っている河川管理、道路管理、都市計画、上下水道の管理等、

社会基盤整備に関する行政を建設行政と呼ぶこととする。この建設行政の各分野では従来から積極

的にＧＩＳの導入が図られ、業務の効率化や高度化に大きな役割を果たしてきた。しかしながら、

各種ＧＩＳの基盤となる地図データについては、その事業主ごとあるいはシステムごとに整備が行

われており、各システム間の相互利用が図られていないのが現状である。各行政主体では、このＧ

ＩＳに必要とされる基盤地図データの整備に莫大な経費を費やしている。植生や道路、建物といっ

た地物は常に変化しており、地図データは一度整備したからといってそれで終わりではなく、ＧＩ

Ｓとしての機能を果たすには、常に最新の地理データとして維持するために頻繁な更新が必要とな

る。また、ＧＩＳで利用される地図データは、地物の位置情報の座標の集合体としてだけではなく、

それぞれの図形と図形の関係に意味を持つデータにしなければならず、データの整備や更新を一層

困難なものにしている。 

国土地理院が作成している地形図のように、標準的なデータが提供され、それを皆が利用するし

くみとは違い、それぞれのシステムが、独自に仕様を定めシステムの運用を行い、各々のシステム

ごとに自分が必要とするデータを自ら都合の良い形式で整備しているＧＩＳの現状では、データの

形式を統一するのは、事実上不可能である。そこで本研究では、地理情報標準の理念に従い、相互

にデータ交換ができる仕組みを策定し、必要に応じて異なる主体が保有するデータを迅速に交換で

きる体制が提案された。図－１にその概念を示す。本研究においては、この仕組みを、「建設行政空

間データ基盤」と称することにした。 

 建設行政空間データ基盤は、地理情報標準に準拠し、その構築は、地理情報標準第１版（JSGI）、
地理情報標準第２版（JSGI2.0）の内容を反映させたものとなっている。 

 

２．各種ＧＩＳ空間データ基盤の仕様調査 

 表２に示すとおり、本仕様書を策定する上で参考とした基盤地図データ（空間データ）の仕様書

は、河川、道路、都市計画等の７つの種類に及ぶ。それぞれの仕様とそれぞれの業務を突き合わせ、

品質要件や業務の内容を調査・整理し、問題点及び相違点について検討を行ってきた。また、仕様

建設行政空間データ基盤の構築に関する研究 

【国土地理院】 

 

国、地方公共団体等での建設行政用ＧＩＳに必要な基盤地図データの共有化を図

るため、「建設行政空間データ基盤」を策定し、製品仕様書を作成した。また、岐

阜県大垣市をモデル地区として実証実験を実施した。 
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類の調査と併行して、建設行政の業務分析を行い、それぞれの業務が必要とする基盤地図データの

項目と仕様について、詳細な調査を行い、整理した。 

 

表２ 各種の共通基盤空間データ仕様一覧 

既存の仕様等 
応用ス

キーマ 
所管部門 

大縮尺数値地形図に係る仕様書記載事項及び品質(案) 有 国土地理院 

河川基盤地図データ作成のガイドライン(案) 無 国土交通省河川局 

道路基盤データ製品仕様書(素案) 有 国土交通省道路局 

都市計画ＧＩＳ標準化ガイドライン(案) 無 国土交通省都市・地域整備局 

下水道台帳管理システム標準仕様（ISO/TC211準拠) 有 (社）日本下水道協会 

土砂災害防止法に使用する数値地図作成ガイドライン

（案）暫定版 
無 (財）砂防フロンティア整備推進機
構 

共用空間データ基本仕様書 無 総務省 

 

 

 

建設行政空間

データ基盤 

砂防基盤地図

データ 

道路基盤データ 
大縮尺数値 

地形データ 

河川基盤 

地図データ 

下水道台帳 

管理システム 

総務省共用 

空間データ 

都市計画 GIS 

標準ガイドライン 
 

 
 

図１３ 建設行政空間データ基盤と各種基盤的空間データの関係 

 



 

表
３
 
各
種
の
共
通
基
盤
空
間
デ
ー
タ
仕
様
一
覧

 
 

（
自
治
体
）
共
用
空
間
デ
ー
タ

 
大
縮
尺
数
値
地
形
図
デ
ー
タ

 
道
路
Ｇ
ＩＳ

 
河
川
Ｇ
ＩＳ

 
下
水
道
Ｇ
ＩＳ

 
都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ

 
砂
防
基
盤
地
図
（
大
縮
尺
）
デ
ー
タ

 

仕
様
書
名
称

 
共
用
空
間
デ
ー
タ
基
本
仕
様
書

 
大
縮
尺
数
値
地
形
図
に
係
る
仕
様
書
記

載
事
項
及
び
品
質

(案
) 

道
路
基
盤
デ
ー
タ
製
品
仕
様
書

(素
案

) 
河
川
基
盤
地
図
デ
ー
タ
作
成
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

(案
) 

下
水
道
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様

（
IS

O
/T

C
21

1
準
拠

) 
都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
) 
土
砂
災
害
防
止
法
に
使
用
す
る
数
値
地
図

作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
暫
定
版

 

作
成
者

 
総
務
省
自
治
行
政
局
地
域
情
報
政

策
室

 
国
土
地
理
院

(測
技
協

) 
国
土
交
通
省
道
路
局
企
画
部
道
路
防

災
対
策
室

 
国
土
交
通
省
河
川
局

 
(社
）
日
本
下
水
道
協
会

 
国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局

 
（
財
）
砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

作
成
開
始
／
終
了
年
度

 作
成
：
平
成

11
年
度

 
修
正
：
平
成

13
年
度

 
作
成
：
平
成

13
年
度

 
修
正
予
定
：
平
成

14
年
度

 
平
成

11
年
度
／
（
検
討
中
）
 

平
成

9
年
度
／
（
継
続
中
）
 

作
成
：
平
成

12
年
度

 
修
正
：
平
成

13
年
度

 
作
成
：
平
成
１
１
年
度

 
修
正
：
平
成
１
２
年
度

 
作
成
：
平
成

14
年
度

 

経
  
緯

 

総
務
省
で
は
平
成

9
年
度
の
調
査
研

究
で
「
統
合
型
Ｇ
ＩＳ
」
の
考
え
方
を
示

し
、
平
成

11
年
度
の
調
査
研
究
で
は

地
方
公
共
団
体
が
共
通
し
て
利
用
す

る
と
考
え
ら
れ
る
地
物
を
「
共
用
空
間

デ
ー
タ
基
本
仕
様
書
（
案
）
」
に
ま
と
め

た
。
当
仕
様
で
は
デ
ー
タ
型
や
値
域

を
示
め
さ
れ
ず
、
概
念
的
な
仕
様
で

あ
る
。

 
ま
た
合
わ
せ
て
調
達
仕
様
の
雛
形
を

示
し
、
空
間
参
照
系
や
元
資
料
の
記

述
を
調
達
仕
様
に
示
す
事
に
よ
り
、
内

容
を
変
え
る
こ
と
な
く
複
数
の
時
期
や

複
数
の
地
域
で
の
デ
ー
タ
整
備
に
製

品
仕
様
を
利
用
す
る
方
法
を
提
唱
し

た
。

 

1/
50

0、
1/

1,
00

0
大
縮
尺
数
値
地
形
図

デ
ー
タ
に
係
る
仕
様
書
記
載
事
項
、
品

質
要
件
及
び
品
質
評
価
手
順
（
製
品
仕

様
書

(案
)を
作
成
す
る
。

 

道
路
行
政
に
お
け
る
Ｇ
ＩＳ
統
合
環
境

（
道
路
Ｇ
ＩＳ
）
の
普
及
と
推
進
を
目
的
と
し

て
、
道
路
に
関
わ
る
共
通
的
な
情
報
基

盤
や
各
種
関
連
仕
様
等
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
平
成

12
、

13
年
度
は
、
検
討
さ

れ
た
基
盤
デ
ー
タ
仕
様
に
つ
い
て
、
実

験
を
通
じ
た
検
証
が
行
わ
れ
る
。

 

河
川
Ｇ
ＩＳ
は
、
国
土
地
理
院
の
空
間
デ

ー
タ
基
盤
整
備
の
河
川
領
域
に
お
け
る

補
完
的
役
割
を
持
ち
、
そ
の
一
部
は
、

将
来
、
空
間
デ
ー
タ
基
盤
の
一
部
を
形

成
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
デ
ー

タ
仕
様
は
、
空
間
デ
ー
タ
基
盤
に
準
拠

し
て
「
河
川
基
盤
地
図
デ
ー
タ
作
成
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
国
土
交
通
省
河
川
局
）
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
立
（
19

88
年
）
に
伴

い
、
下
水
道
事
業
団
、
政
令
指
定
都
市
か
ら

な
る
「
下
水
道
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
開
発
委

員
会
」
が
発
足
し
、
東
京
都
の
下
水
道
台
帳
管

理
シ
ス
テ
ム
を
参
考
と
し
て

19
94
年
に
「
下
水

道
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様

(案
)導
入

の
手
引
き
」
が
発
行
さ
れ
た
。
近
年
は
、
下
水

道
技
術
の
進
展
、
シ
ス
テ
ム
構
築
環
境
の
変

化
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
の
国
際
標
準

（
IS

O
/T

C
21

1）
へ
の
対
応
等
、
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
こ
で
、
「
標
準
仕
様

（
案
）
」
の
改
訂
が
必
要
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
、

IS
O

/T
C

21
1
に
準
拠
す
る
仕
様
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

 

都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)

は
、
都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
の
必
要
性
の
検
討
、

並
び
に
コ
ー
ド
体
系
、
品
質
、
メ
タ
デ
ー
タ

等
の
定
義
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
１
版
が
平
成
１
２
年
７
月
に
発
行
さ
れ
て

い
る
。

 
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(案
)の
標
準
化
に
関
す
る

基
本
的
な
取
り
決
め
に
つ
い
て
は
、
地
理

情
報
標
準
に
従
っ
て
い
る
が
、
現
状
、

IS
O

/T
C

21
1、
地
理
情
報
標
準
と
も
改
訂

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
そ
の

時
点
で
の
標
準
仕
様
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

 

「
砂
防
Ｇ
ＩＳ
」
構
築
に
当
た
り
、
そ
の
基
図
と

な
る
砂
防
基
盤
地
図
に
お
い
て
も
Ｇ
ＩＳ
で

の
利
用
を
念
頭
に
お
い
て
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
砂
防
事
業

で
必
要
な
大
縮
尺
の
砂
防
基
盤
地
図
デ
ー

タ
の
取
得
方
法
と
、
砂
防
Ｇ
ＩＳ
で
活
用
す
る

た
め
の
構
造
化
の
方
法
を
記
す
。

 
た
だ
し
、
砂
防
基
盤
地
図
は
従
来
の
地
形

図
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
地
理
情
報

標
準
に
沿
う
形
で
の
記
述
・
取
得
方
法
を
定

義
し
て
い
な
い
。

 
砂
防
で
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
お
よ
び
そ
の

精
度
を
検
討
し
た
段
階
で
、
地
理
情
報
の

標
準
化
に
準
拠
し
た
形
で
の
デ
ー
タ
整
備

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

 

今
年
度
の
検
討
概
要

 

・
平
成

12
年
度
改
訂
（
大
き
な
変
更

点
な
し
）
 

・
現
状
は
市
町
村
向
け
と
な
っ
て
い
る

の
で
、

13
年
度
に
都
道
府
県
向
け

を
検
討
の
予
定
。

 

・
仕
様
書
記
載
事
項
、
品
質
基
準
の
作

成
 
・
デ
ー
タ
作
成
実
験
を
実
施
の
予
定

 

・
道
路
基
盤
デ
ー
タ
製
品
仕
様
書

(素
案
）
の
策
定

 
・
道
路
Ｇ
ＩＳ
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
 

・
第

2.
1
版
に
改
訂

 

・
IS

O
/T

C
21

1
の
内
容
把
握

 
・
デ
ー
タ
交
換
実
証
実
験

 
・
下
水
道
台
帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
案

の
作
成

 
・
概
要
書
作
成
・
そ
の
他

 

無
 

予
定
は
無
し

 

応
用
ス
キ
ー
マ
の
有
無

 
無

 
有

 
有

 
無
（
試
作
版
あ
り
）
 

有
 
（
地
形
は
総
務
省
共
用
空
間

 
デ
ー
タ
を
考
慮
す
る

(従
う

)）
 

無
 

無
 

品
質
評
価
条
項
の
有
無

 
有

 
有

 
有
（
作
成
中
）
 

公
共
測
量
作
業
規
程
に
準
拠

 
有

 
都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）

第
２
章
「
都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
の
品
質
」
 

－
 

主
な
地
物

 
(パ
ッ
ケ
ー
ジ
レ
ベ
ル

) 

基
準
点

 
土
地

 
道
路

 
建
物

 
地
形

 
水
部

 
鉄
道

 

境
界
等

P 
交
通
施
設

P 
建
物
等

P 
小
物
体

P 
水
部
等

P 
土
地
利
用
等
Ｐ

 
地
形
等
Ｐ

 
注
記
Ｐ

 
   
※

P：
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

道
路
基
盤
デ
ー
タ

P 
 
 
道
路
基
盤
地
物

P 
 
 
道
路
基
本
地
物

P 
 
 
道
路
関
連
地
物

P 
 
 
道
路
支
持
地
物

P 
 
 
管
理
者

P 
   
※

P：
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

1/
2,

50
0 

 
河
川
基
本
主
題
デ
ー
タ

 
 
河
川
基
図
デ
ー
タ

 
 
河
川
背
景
デ
ー
タ

 
 

管
渠

 
マ
ン
ホ
ー
ル

 
取
付
間
管

 
公
共
ま
す

 
ポ
ン
プ
施
設

 
鞘
管

 
処
理
区
界

 
排
水
区
界

 
側
溝

 

都
市
計
画
区
域

 
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域

 
地
域
・
地
区

 
促
進
区
域

 
遊
休
土
地
転
換
利
用
促
進
地
区

 
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域

 
都
市
施
設

 
市
街
地
開
発
事
業

 
市
街
地
開
発
事
業
等
予
定
区
域

 
地
区
計
画
等

 
※

 都
市
計
画
Ｇ
ＩＳ
標
準
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
の
「
分
類
」
に
よ
る

 

境
界

 
交
通
施
設

 
建
物
等

 
小
物
体

 
水
部
等

 
土
地
利
用
等

 
地
形
等

 
注
記

 

関
係
法
令
等

 
無

 
公
共
測
量
作
業
規
程
大
縮
尺
図
式
規

程
 

主
に
道
路
法
に
よ
る

 
主
に
河
川
法
に
よ
る

 
主
に
下
水
道
法
に
よ
る

 
下
水
道
台
帳
の
調
製
に
つ
い
て

 
主
に
都
市
計
画
法
に
よ
る

 
砂
防
Ｇ
ＩＳ
整
備
方
針
（
案
）
 

公
共
測
量
作
業
規
程
大
縮
尺
図
式
規
程
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３．建設行政空間データ基盤製品仕様書（案）の作成 

（１）概要 

 建設行政空間データ基盤製品仕様書は、平成 11 年度の研究作業「建設省次世代ＧＩＳ情報基盤の設計
に関する調査」でその理念や方針が示され、同年に実施した「建設省統合型地理情報システムの構築手法

及び活用に関する調査研究作業」において「建設省空間データ基盤製品仕様書（案）」として具体的な仕

様の原型が示された。この「建設省空間データ基盤製品仕様書（案）」は、平成 12 年度に改良が加えら
れ、更に、国土交通省発足直後の平成13年度に「建設行政空間データ基盤」と名称を変更し、平成13年
度及び14年度に、仕様の見直しと改良、製品仕様書（案）の改訂を行ってきた。 

建設行政空間データ基盤では、各空間データ基盤で共用性のある地物を抽出し、それを建設行政空間デ

ータ基盤のデータ項目としているが、個々の地物について、どの空間データを建設行政空間データ基盤の

地物として利用するかを定義し製品仕様書（案）としている。 
図１３に「建設行政空間データ基盤」と各種空間データの関係を示す。これら異なる空間データ基盤は

「建設行政空間データ基盤」という共通の空間データ基盤を介して、相互にデータの交換を行う。このた

めに、それぞれの空間データの仕様や業務内容を精査するだけでなく、地理情報標準に基づいた応用スキ

ーマを必要とする。応用スキーマが整備されていなかった空間データについては、それぞれ応用スキーマ

の試作を行った。各空間データの応用スキーマは、共通項目の相互比較を行い、定義の違い等を整理し、

これらの結果をもとに「建設行政空間データ基盤製品仕様書（案）」に改良を加え、逐年改訂を行ってき

た。なお、図１４は、地理情報標準に基づく製品仕様書の構成である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１４ 地理情報標準に基づく製品仕様書の構成 

 

（２）応用スキーマの作成 

建設行政空間データをモデル化する上で必要とされる地物の内容と構造を応用スキーマとして取りまと

めを行った。建設行政空間データ基盤として定義した地物の名前や記述，属性や地物間の関連，制約条件

等を定義した。地物や属性の定義，及び属性の定義域など詳細な情報は地物定義で記述し，地物間の関係
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などデータ構造に関する情報はUMLクラス図（図１９）で記述することとした。 
１）地物定義 
建設行政空間データ基盤の地物項目を明確にするために、以下の①～⑥で示す項目で整理し、地物

の定義を行った（図１５）。 
①地物名称 
 地物の名称を記述する 
②引用する仕様名称 
 地物を定義するにあたって引用した各事業者の仕様名称を記述する 
③地物定義 
 地物の定義を記述する 
④継承する上位クラス 
定義する地物が他の地物を継承している場合は，上位の地物の名称を記述する。 
⑤属性定義 
地物の持つ属性の定義及び型を記述する。属性の定義域が定められている場合は、

それも記述する。 
 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
道路基盤データ 

 
道路 

Derived from 道路基盤 
 

横断構成要素 
道路の横断面を構成する要素。 

Derived from 基本面地物, 道路基盤, 道路 
 

車道 
専ら車両の通行の用に供することを目的とする道路の部分（自転車道を除く）。 
路肩、停車帯、副道、軌道敷、乗合自動車停車所、非常駐車帯、待避所、自動車駐車場、踏切道を除く。 
 
取得基準： 
車道のうち、車線、すりつけ区間、車道交差部以外の部分を取得する。例えば車両の通行の用に供するため分
離帯が切断された車道の部分。 
 
<取得例> 
①分離帯が切断された車道の部分 
②休憩施設等への接続路 
 

Derived from 横断構成要素 
 

車線 
一縦列の自動車を安全かつ円滑に通行させるために設けられる帯状の車道の部分。 
 
取得基準： 
車道外側線、車線境界線の中心、車道中央線の中心を境界線として取得し、それによって構成される領域を以
下のとおり定義する。 
ただし車道外側線は道路管理者によって設置場所が異なるため、境界線の取得については別途協議が必要で
ある。 
 
参考）車道外側線の設置位置 
1) 車線の外側で路肩に含まれるように設置する…首都高速、東京都建設局、『路面表示設置の手引』（社）交通
工学研究会 
2) 車線と路肩の境界線上に車道外側線の中心がくるように設置する…建設省中部地方建設局、埼玉県土木
部、茨城県土木部 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

図１５ 応用スキーマ（地物定義）の部分 
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２）UMLクラス図 
UMLクラス図を用いて地物の関連や制約条件の取りまとめを行った。地物の関連は、継承、集約、
結合などがあり、地物同士の意味的な関係を表現することとした。関連の種類により表記法が異なる。

地物定義に制約条件がある場合は、制約条件を表記することとした。 
 
３）建設行政空間データ応用スキーマ全体構成 
建設行政空間データ応用スキーマの全体構成は図１６の通りとした。空間属性及び位置参照は、地

理情報標準「空間スキーマ」「座標による空間参照」からそれぞれプロファイルを作成し利用するも

のとする。 
４）建設行政空間データパッケージ構成 
建設分野における各種空間データパッケージ

の中に「建設行政空間データパッケージ」「道路

基盤データパッケージ」「河川基盤地図パッケー

ジ」「下水道台帳管理パッケージ」「砂防基盤地

図パッケージ」「大縮尺数値地形データパッケー

ジ」「都市計画ＧＩＳ標準ガイドラインパッケー

ジ」「総務省共用空間パッケージ」を作成した。 
 
５）空間スキーマプロファイル 
建設行政空間データ基盤では，点，折れ線で

構成する線，及びそれらの線によって構成された面のみを用いることとした。そこで、建設行政空間

データ基盤で必要となる空間スキーマのクラスを抜き出し，建設行政空間データ基盤空間スキーマプ

ロファイルとして定義した。建設行政空間データ基盤に定義した地物の空間属性は，この空間スキー

マプロファイルに定義したクラスを用いて定義するものとした（図１７）。 
GM_Object
<<Type>>

GM_Complex
<<Type>>

GM_OrientableSurface
<<Type>>

GM_Composite
<<Type>>

GM_Prim it ive
<<Type>>

GM_Orientable Prim itive

+ orientation : Sign

<<Type>>

+primitive

GM_Ring
<<Type >>

GM_SurfaceBoundary
<<Type>>

0..1

+exterior

0..1 0..n

+ inter ior

0..n

GM_Point
+ position : D ir ectPo sit io n

<<Type>>

GM_PointRef
<<DataType>>

+point

{prim itive=se lf}
{orientation="+"}

D irectPosition
+ coordinate : Sequence<Number>
/+ d imension : Integer

<<DataType>>

GM_Position

+ d irect : D irectPosition
+ indirect : GM_PointRef

<<Union>>

GM_Po intArray
<<DataType>>

0..1

j : Integer

+column 0..1

j : Integer

GM_CurveInterpolat ion

+ linear

<<CodeList>>

GM_LineSt ring
+ controlPoint : GM_PointArray

<<Type>>

GM_CurveSegment
+ interpolation : GM_CurveInterpolat ion
+ numDerivativesAtStart[0 ,1] : Integer = 0
+ numDerivativesAtEnd[0,1] : Integer = 0
+ numDerivative Inter ior[0 ,1] : Integer = 0

<<Abstract>>

GM_Curve
<<Type> >

1..n

0..1

+segmen t 1..n
{sequence}

+curve 0..1

Segmentation

GM_SurfaceInterpolation
+ p lanar

<<CodeList>>

GM_SurfacePatch
+ interpolation : GM_SurfaceInterpolat ion
+ numDerivativesOnBoundary[0 ,1] : Integer = 0

<<Ab str act>>

GM_Surf ace
<<Type>>

1..n

0 ..1

+patch
1..n

+surface 0 ..1

Segmentation

GM_Polygon

+ boundary : GM_SurfaceBoundary
+ spanningSurface[0 ,1] : GM_Surface

<<Type>>

GM_Or ie ntab leCur ve
<<Type> >

GM_CompositeCurve

+ orientation : Sign

<<Type>>

+prim itive

1..n

0 .. n

+gene rator

1..n

{sequence}

+composite

0 .. n

Composition

GM_LineStringを構成する始点
及び終点はindirectを用い,
その他の点はdirectを用いて構
成する

 
図１７ 建設行政空間データ基盤（空間スキーマプロファイル） 

 
６）時間スキーマプロファイル 
建設行政空間データでは、データ取得年月日などの瞬間や設置期間などの期間を年月日で記述する

ためのクラス及びそれらを構成するのに必要となるクラスを建設行政空間データ基盤時間スキーマ

建設分野における各種空
間データ

<<Application Schema>>

メタデータスキー
マプロファイル

Unit of Measureパ
ッケージ

座標による空間参
照プロファイル

コアメタデータス
キーマ

空間スキーマプロ
ファイル

時間スキーマプロ
ファイル

 

 

図１６ 建設行政空間データ応用スキーマ全体構成 
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プロファイルとして定義した。建設行政空間データ基盤に定義した地物の時間属性は，この時間スキ

ーマプロファイルに定義したクラスを用いて記述することとした（図１８）。 

TM_GeometricPrimitive
<<Type>>

{self.begin.position < self.end.position}

TM_Period
<<Type>>TM_Instant

+ position : TM_Posit ion

<<Type>>

0..n1..1

+begunBy

0..n

+begin

1..1

Beginning

0..n
1..1

+endedBy

0..n

+end
1..1

Ending

TM_CalDate

+ calDate : Sequence<Integer>
+ calendarEraName : CharacterString

<<DataType>>

TM_TemporalPosition

+ indeterminateValue[0..1] : TM_IndeterminateValue

<<DataType>>
TM_Primitive
<<Abstract>>

TM_IndeterminateValue

+ unknown
+ now
+ before
+ af ter

<<enumeration>>

TM_Position

+ anyOther : TM_TemporalPosition

<<Union>>

indeterminateValueの値に
unknownを用いる場合は必ず
TM_TemporalPositionを用いる。

 

図１８ 建設行政空間データ基盤（時間スキーマプロファイル） 

（３）参照系 

１）座標参照系 
建設行政空間データ基盤としての座標参照系は、日本測地系2000における「経緯度／標高」座標
系を基本とする。各事業者の空間データベースにおいては、各々が定義する座標参照系を使用する。 

 
２）時間参照系 
建設行政空間データ基盤では，データ取得年月日などの瞬間や設置期間などの期間を年月日で記述

するためのクラス及びそれらを構成するのに必要となるクラスを建設行政空間データ基盤時間スキ

ーマプロファイルとして定義した。建設行政空間データ基盤に定義した地物の時間属性は，この時間

スキーマプロファイルに定義したクラスを用いて記述することとした。 
 
（４）品質要求と品質評価手順 

建設行政空間データ基盤製品仕様書(案)に定義される地物、及びデータ集合の品質は、基本的に各々
の事業者が定めている仕様書において規定される品質とする。ただし、論理一貫性については、新たに

定めるものとする。 
 
（５）メタデータ 

建設行政空間データ基盤製品仕様書（案）では，現在地理情報標準第2版の策定作業で検討が進めら
れているコアメタデータを採用することとした。コアメタデータとは，メタデータから必要小限の要素

を抜き出して定義したものである。 
 
（６）符号化仕様 

地理情報標準では，データ交換にはプラットホームに依存せず，WWW上で共有可能なXMLの利用
を推奨している。応用スキーマをUMLのクラス図で作成したが、UMLではXMLへの符号化規則を
規定していないため，地理情報標準で定めている符号化規則に従い、符号化することとした。 
応用スキーマの構造に従ったデータを作成するためのDTD（Document Type Definition：文書型定義）
を作成した。 
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４．XML変換ソフトウェアの作成 

 国土交通省地方整備局の河川系事務所においては、河川基盤地図が河川ＧＩＳの基盤地図データとして

利用されている。これを対象として、平成 12 年度に応用スキーマを試作した。また、この応用スキーマ
に基づいて XML データに変換するエンコーダの開発を行い、XML に符号化された試作データを作成し
た。平成１３年度は、XML データから河川基盤地図データの DGN 形式に逆変換するデコーダの開発を
行い、CAD 上で表示することにより、試作した河川応用スキーマやそのスキーマに基づいて符号化され
たXMLデータの有効性や問題点等を明らかにした。 

図２０は河川基盤地図データの元データを示し、また、図２１はXML化した河川基盤地図データをデ
コーダにより、DGNファイルに変換しCAD上で表示した結果である。この結果から、データ変換の可逆
性が証明され、応用スキーマとXML形式によるデータ交換が可能であることが示された 

 

 

図２０ 河川基盤地図データの表示 

 

 

図２１ XMLデータからDGNへの変換結果 

 

５．モデルデータの試作と実証実験 

平成14年度に改訂した「建設行政空間データ基盤製品仕様書(案)」に基づき、同年、運用実験用モデル
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データの試作と実証実験を行った。対象地域は、岐阜県大垣市内の国土交通省の直轄河川及び直轄国道が

交わる約３km2の範囲（図２２）である。データ試作に使用した基盤地図データは表４のとおりである。 

 

 

 
図２２ データ試作の対象範囲（岐阜県大垣市） 

 

この実証実験では「建設行政空間データ基盤」の有効性を確かめるため「建設行政空間データ基盤管理

システム」の開発を行った。建設行政空間データ基盤管理システムとは、「建設行政空間データ基盤製品仕

様書（案）」に定義されたデータ（共通データ）を運用管理するための仕組みであり、ネットワーク上に分

散配置された各事業者のデータサーバのデータを、クライアントの要求に応じて提供するもので、図２３

に示す構成となっている。 

 

図２３ 建設行政空間データ基盤管理システム 
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今回の実証実験の結果から、建設行政空間データ

基盤製品仕様書（案）のデータ仕様に基づく、応

用スキーマの有効性やXML形式によるデータ交
換が可能であることが実証され、また、ネットワ

ーク上に分散するサーバ群に存在している各基盤

データを、クライアント側で意識することなく表

示できることが確認された（図２４）。 

表示されたデータそのものに注目してみると、

各データが持つ個々の内容は、個別の事業に特化

したデータのため、それぞれの事業が要求するデ

ータレベルとは違うものとなることが分かった。

例えば、道路基盤データの道路部分のデータは、

道路管理用に特化されたものであるため、車道、

歩道、中央分離帯など詳細な構成要素に細分され

た仕様となっている。一方、他の事業者は、道路縁またはそれで構成される領域のデータをのみを必要と

している。このため今回は、道路基盤データの詳細な構成要素からシンプルな道路データを自動的に生成

する処理をゲートウェイサーバで行った。 

また、植生界データについては、大縮尺数値地形データ製品仕様書（案）に従い、建設行政空間データ

基盤上でも植生界と植生記号で構成されるデータ仕様、すなわち、各地物データ相互の幾何学的関係の無

いデータとした。しかし、実際にＧＩＳのデータとして利用するには、このようなデータでは不十分であ

り、植生区域として定義できるデータ仕様にすることが望ましい。このように、各事業者のデータ仕様に

起因する課題をどのように解決していくか検討が必要である。 

今回、実証実験で示された結果は、面積が約３km2のごく狭い範囲であり、また試作したデータ群も４

つに限定されていたため、データ容量は微少で、実験システムの規模も小さいものであったが、実際には、

今回の実験とは比較にならないほど巨大なデータを取り扱わなければならず、またシステムも相当大規模

なものになるので、実証実験で得られた結果をそのまま適用しても、様々な問題が発生することが予想さ

れ、解決しなければならない課題も少なくないと思われる。 

本研究で得られた「建設行政空間データ基盤」の策定とそれを実現するための「建設行政空間データ基

盤製品仕様書（案）」が実際の建設行政のＧＩＳに適用することができれば、国土交通省や地方公共団体の

ＧＩＳが抱える問題のひとつであるデータの相互利用の可能性が大きく広がることとなる。しかしながら、

「建設行政空間データ基盤」の有効性は示すことはできたが、実際には、様々な課題が残ることも事実で

ある。技術的な問題もさることながら、異なる機関、部局が協力し、密に連携しなければ、この「建設行

政空間データ基盤」の実現は難しいであろう。このため、連携の方策や制度的な仕組みを検討していく必

要がある。 

 

 

図２４ 実証実験の表示結果（大垣市） 


